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土浦市霞ケ浦総合運動公園「イルミネーション」撮影者：香取逸美
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薬 剤副部長堀越建一 塞瀧鐸

病院薬剤師は調剤や医薬品の管理といった業務を行っておりますが､外来

においての薬品供給業務以外にも､病棟においてさまざまな活動を展開し、

入院患者さんが安全かつ適正に薬を使用するために取り組んでおり、いまま

で一部 は 薬剤管理指導業務として行っていました。…



従来実施してきた薬剤管理指導業務とは､処方内容や薬歴の確認､患者さ

んへの薬の説明といった医師が薬を処方し患者さんに投与されてからの業務、

即ち個々の患者さんに対する薬物治療決定後の治療管理であるといえます。

現在では､患者さんの病歴･既往症などの情報や持参薬の確認などに基づ

いた医師への情報提供｡処方提案といった､医師が薬を処方する前からの業

務であったり、さらには薬が用いられた後の有効性や安全性､副作用の確認

に基づいた処方提案であったbと、これまでは薬剤管理指導業務の前段階と

して考えられていた各種業務が､医薬品の適正使用に資する病棟業務として

独立したといえます。

近年､医療の高度化､多様化に伴い､薬物治療を取り巻く環境は大きく変

化しており、抗がん剤をはじめ､多くの新薬の開発｡販売などにより、その使

用方法や副作用の形態も多様化する中､医師の力だけでは安全で有効かつ適

正な薬物療法を実施することは不可能であるといっても過言ではなく、患者

さんに薬を用いる前後全ての過程に､薬の専門家である薬剤師が－貢して関

わることは､医療安全や薬剤の適正使用にとって不可欠であるといえます。
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当…薗肺補助法経 楠震的 助
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経皮的心肺補助法(percutaneouscardiopulmonarysupport:PCPS)

とは遠心ポンプと人工肺を用いた閉鎖回路による機械的循環補助法です。

難治性心室細動や心筋梗塞などの心原性ショックに陥った患者に使用さ

れます。大腿動静脈にそれぞれカニューレが挿入され、遠心ポンプによ

る循環動態の維持と人工肺による血液のガス交換を行っています。

当院では平成25年4月に救急集中治療科が設立され、それに伴い

PCPSを用いた心肺蘇生(extracorporealcardiopulmonaryresus-

citation:ECPR)を積極的に行っています。以前は年間1～B症例でした

が、平成26年度は2月においてすでに19症例に達しています。

臨床工学部ではPCPS開始時の回路のプライミング操作、使用中の安

全点検、装置の定期点検を行っています。平成25年からはEndumoとい

う回路を使用し、プライミングが容易で準備時間が短縮され緊急時の迅

速な対応ができます。平成2フ年から遠心ポンプを長期使用可能なRO-

TAFLOWを2機導入し運用しています。血栓ができに<<使用中の不具

合を減らし回路交換のリスクが軽減されます。また、当院特注のPCPS

架台を作成し救急外来からのCT室やICUへのスムーズな患者搬送が可能

となっています。

臨床工学部では当直体制が取られており24時間緊急時の対応をしてい

ます。今後も救急医療の縁の下の力持ちとして病院に貢献していきます。

ボンプ

PCPSの構成図

当院のPCPSシステム
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F土浦協同病院附属保育所ひま摘り迩
霊成窒6年度生活発表会開催表

I － ノ

障
瀦
蝿

二
審
繩
》
「
函

庶務課長(事務保育所担当)"JII 雷鐘』

去る2月14日（土)に「土浦協同病院附属保育所ひまわり」において､第S

回生活発表会が行われました。

当日外では強風が吹き荒れておりましたが､保育所内の遊戯室には父兄の

方々が多数お集まりいただきました。

午前10時､篠原陽子保育所長の開会挨拶の後､園児が日頃より練習を重ね

た歌やお遊戯が披露されました｡年少の子供たちは､泣き出しそうになって

しまう子もいましたが一生懸命がんばり、年中の子供たちは､去年よりずっと

お兄さん、お姉さんになっていました。そしていよいよ年長の子供たちの出

番となり、最後の舞台を大人顔負けの演技で締めくくりました。

園児たちは、リズムカルなダンスから昔話のお遊戯まで幅広い出し物を披

露し､お昼頃には全ての出し物が終了して､第B回生活発表会は幕を閉じまし

た｡園児たちのとても満足気な顔とは対照的に､毎日いっしょに練習に励んだ

先生や、わが子の成長が見られたご父兄の目には､感動の涙がうっすらと浮

かんでいました。
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『記事に関するお問い合わせは庶務課まで」


